
㈱確認検査機構 トラスト　様

地盤調査の結果について下記のとおり報告します。

1. 建築物の概要

確認年月日 令和 年 月 日

確 認 番 号 第 ー 号

建 築 場 所

2. 調査方法等の概要

□

□

kN／㎡

□

□

□ その他　　　（ ）

kN／㎡ ( )

□ 告示式（平13告1113号第2による）

□ 載荷試験（平13告1113号第4による）

□ その他 （ ）

※設計者の所見

□

□

注） この地盤調査結果報告書は以下に示す資料を添えて、工事着工までに提出して下さい。

地　盤　調　査　結　果　報　告　書

代表となる設計者

A.設計時地盤確認方法

B.設計時地耐力

ﾄﾗｽﾄ

以上の結果、基礎構造は確認図書のとおり施工する。

別紙に示す地盤改良工事等により設計地耐力を確保した上で施工する。

①　地盤調査方法及びその結果

C.地盤調査方法 ボーリング標準貫入試験

スウェーデン式サウンディング試験

D.調査結果地耐力

③　地下水位　（地階を有しない建築物に直接基礎を用いた場合を除く）

注意1

④　構造計算において用いた支持層の位置、層の構成及び地盤調査の結果により設定した地盤の特性値

注意3   

E.地耐力算出根拠 

注意2

※記入内容は、当社ホームページのダウンロードサイト地盤調査結果報告書内記入例1,2を参照下さい。

注意4 H13年国土交通省告示第1113号及び近畿建築行政会議建築基準法共通取扱い集構造・建築設備関係１０（P17）により
①試験は貫入出来ない地層が下方に連続することを確認できる場合を除き、最低でも１ヶ所は基礎底部から下方５
ｍ以上の調査を行ってください。
②基礎底部から下方２ｍ以内に荷重１KN以下での自沈層、基礎底部から下方２ｍ～５ｍまでの範囲に500N以下で
の自沈層がないことを確認ください。

建築基準法施行令第93条但し書きによる

地盤調査による

令93条但し書きの場合、地盤調査資料を添付して下さい。地盤調査資料には以下の事項について明示して下さい（規則1条の3）。

地盤の許容応力度の算出方法について、別紙（または地盤調査資料）にて示して下さい。（規則1条の3）

地盤改良工事が必要な場合は地盤改良検討書、改良体の配置図、仕様書を添付して下さい。
なお、基礎構造の変更が必要となった場合は計画変更に該当します。

②　地層構成、支持地盤及び建築物（地下部分を含む）の位置


